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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．生産効率向上による無駄なエネルギー使用を削減し、二酸化炭素排出量の削減に

努めます。

３ ．不良率の削減、歩留まり率向上に努め、金属くず排出量の削減に努めます。

４ ．適正な利用により、水使用量の削減に努めます。

５ ．洗浄剤（メタクレン）の適正管理に努めます。

６ ．高品質な製品を効率よく、タイムリーにお客様にお届けします。

７ ．グリーン購入に努めます。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役社長

環境経営方針

制定日： 2020年5月11日

山田　熙

皆様には日頃より格別のご支援・ご愛顧を戴きまして心より御礼申し上げます。
  弊社は1963年に山田金属工業所として創業、2005年にヤマキンとして法人化、2018年には創業55年を迎
えることができました。
  創業以来、主として自動車・農機具・建機部品などの製造に従事し、その後さらに医療
機器・OA機器・半導体部品など様々な業種の部品製造にも携わらせて頂いております。
　社員一人一人に『ものづくり』の楽しさと、完成した喜びや達成感を感じてもらうことで、より良いもの
を作り、高品質な製品をお客様に提供できていると自負しております。
また、2016年の本社工場移転を機に全社員で『３Ｓ』活動に力を入れ、各取引様に高評価をいただいてお
り、そのことがさらに品質の向上に繋がる結果となっております。
　私たちヤマキンは、常に挑戦と探求をいとわず、製造業として未来を創造できる企業を目指し、皆様の
『困った！』に全力でお応えできるよう努力してまいります。

＜経営方針＞

すべての金属加工製品に対応します。

　主として自動車部品・農機具部品・建機部品などの製造に従事し、業績を伸ばしてまいり
ました。本業である金属製品の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活
動に自主的・積極的に取り組みます。
　お客様に信頼いただける高品質な商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供
することが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組
んでまいります。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社 ヤマキン
代表取締役社長　○○　○○　山田　熙

（２） 所在地
本社・工場 兵庫県尼崎市水堂町４丁目２番３２号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 　山田　拓 TEL：０６－６４３６－７８４０

（４） 事業内容
精密部品の製造、販売

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 9 月 1 日 ～ 8 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社 ヤマキン
対象事業所： 本社・工場

対象外： なし

活動： 精密部品の製造、販売

□事業や製品（商品）の紹介

本社・工場

1,180

環境管理責任者

30,000

30

2019年9月1日
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直径2mmから32ｍｍまで（六角は対辺27mmまで）の比較的小径の部品加工を得意としており
鉄(SCM材含む)、ステンレス、アルミ、真鍮、チタンなどの各種材質の加工に対応しています。
こんな製品・加工はできないか等、ご相談もお受けしております
特殊ネジ・自動車関連部品・農機具部品・建機部品・医療関連部品・輸送(ワイヤー)関連部品等、
最新の設備と技術でお客様のご要望に対応いたします。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・部門長による会議

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境管理責任者を任命

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

全体会議
・品質会議での決定事項の周知

品質会議 ・経営計画の審議
・経営活動実績の確認・評価

・経営目標、経営計画書原案の作成
・経営活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する経営活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

代表者

全員参加

・環境経営に関する統括責任

品質会議

2018年10月17日

社長

・環境経営方針の策定・見直し

山田　熙

専務 山田　賢熙

環境事務局

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境管理 責任者

山田　拓

役割・責任・権限

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、品質会議の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

全従業員

営業部

穴田
第一製造部

中島

第二製造部

山内
品質管理部

山田 賢熙
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※二酸化炭素総排出量については、Ａ重油による排出量を含む。

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

1,2901,3031,4401,3031,330kg ✕

662668601675682㎥

2023年2022年2021年

245,483248,040✕296,845250,597255,712

（目標）（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

97%98%
960

56% 0% 0%

960

98% 97%

環境に配慮した生産活
動 行動目標（次項以降による）

水道水の削減

2020年 99% 88%基準年度比

7,3317,408〇6,4387,4847,637

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 263,348 258,081 303,283 255,448

kg-CO2

98% 84% 97% 96%

252,814

22560　産業廃棄物排出量

265,651 305,556

0.475
総排水量 682 601

自動車燃料による二酸
化炭素削減

基準年度比 2020年

98% 108%

基準値

基準年度比 2020年 98%

　一般廃棄物排出量 1370 1,440

廃棄物排出量

ジクロロメタン使用量
削減

kg 960 960 540

基準年度比 2020年 100%

一般廃棄物の削減
基準年度比 2020年

項　目 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量

電力による二酸化炭素
削減

34,630

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

23930 720

116% 97% 96%

kg-CO2
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□環境経営計画の取組結果とその評価及び次年度の取り組み内容
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

取組紹介欄

2020年

2021年 150 172 169 191

5月 7月 8月
125198 246 179 150 229 161

6月

0 258 145

51 96 60 46 87 110 69 48
58 52 74 48 80 115 68 62

2月 3月 4月

46
92

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

89 50
50
51

95 92

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月 7月 8月

○
・共同輸配送、帰り荷の確保 ○

9月 10月

41,391 45,298 40,931 33,541 39,887 36,664
50,090 47,675 47,641

44,292 55,792 59,64444,152 49,241 44,292
48,549 46,889 42,599

8月7月6月5月4月

・空調機のフィルターの定期的な清掃・交換 ○
・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

目標達成。これからも、より効率のよい配送ルートを常に考え、実
践していきます。また、取引先と話し合い中継地点での製品の受け
渡しができないかを相談していきます。

・アイドリングストップ

55,697 55,817 57,704 64,055 62,231

3月2月1月12月

○
・効率的なルートで配送

9月 10月 11月
137 205 152

55 148 102 105 81
185 191

12月 1月

45,989

11月10月9月

数値目標 〇

× 目標未達成。理由としては、また機械を増設したことや仕事量が多
く、休日も機械,を稼働させる事が多くなった事が大きな理由です。
また、より精度を求められる製品や、温度管理が求められる製品が
多くなったので、空調がより必要になったことも原因の一つとなって
おります。夏場も扇風機を各場所に設置したりして、空気の循環を
実践しましたが、あまり効果がなかったので別の方法を考えていき
ます。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・不要照明の消灯 ○
・ノー残業デーの実施 ○

数値目標

0

50,000

100,000

電力（kWh） 2020年 2021年

0

100

200

300

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

軽油（L) 2020年 2021年

0

100

200

ガソリン（L） 2020年 2021年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

120

目標達成。これからも極力水の出しっぱなし等を減らせるよう掲示
物を増やしていきます。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0
0 100 0

91 0
6月 7月

129 0 103 0
102 0

130

取組結果とその評価、次年度の取組内容

120 130

2月 3月 7月4月 5月 8月6月
110

116 0

2月 3月 4月 5月 8月

92 0 98 0 93

9月 10月 12月
0

1月
127119 0 113

11月

110 120 130
100100 110 100

120
120

目標未達成。今後はペーパレス化によるコピー用紙の削減により、
一般廃棄物の削減に努める。・コピー用紙の削減 ○

・使用済み用紙の再利用 ○
・梱包材の再利用 ○

120 110 100 100 130
120 120 120 110 110

12月 1月9月 10月 11月

達成状況

数値目標 ×

達成状況

数値目標 〇
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

○
・トイレに擬音装置取り付け ○

○
・水漏れ点検

0

50

100

150

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水（㎥） 2020年

0

50

100

150

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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ジクロロメタン使用量削減

取組紹介欄

環境に配慮した生産活動

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・有害性物質の表示の徹底 ○

○

・不良品の削減 ○

・容器の蓋の徹底 ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○

ISO9001認証取得により不良率の削減を品質目標に取り組んで
い。環境面では非稼働低減による生産性の向上や廃棄物の削減
につなげていくことで環境に配慮した生産活動を推進していく。

・代替物質の検討

目標達成。新たな洗浄機を購入したことによりメタクレンの使用量
が減少。
今後も使用量ゼロを目指します。

数値目標 ○

・品質会議の実施 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・顧客クレーム削減 ○

　　品質管理や組織力向上の講習会の開催

取組紹介欄

製品を洗浄するために、メタクレン(ジクロロメタン）を使用している。
洗浄機のなかで適正に管理している。

2023年から、水の洗浄機を導入予定なので、2023年度のメタクレン
使用頻度激減するとおもいます。
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課題を解決しチャンスを活かす取組

7月、9月に展示会に出展しました。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・技術の継承 〇 PRに関しては、展示会が再開になったので、昨年度よりアピールする機

会がだいぶ増加しました。それに伴い新規顧客も、増えている。・企業PRによる顧客獲得 〇
・事業拡大のための資金調達、人材確保 〇
・働き方改革 〇

〇
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）廃棄物処理法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

全員に消火器の場所と使用方法、避難経路について全員が認識できた。

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2022年8月30日

騒音規制法
振動規制法
下水道法

空気圧縮機

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
顧客要求事項 ISO9001認証取得

業務用空調機
危険物の保管

ｴｺｱｸｼｮﾝ21への取組を一年通して実施しました。省ｴﾈﾙｷﾞｰ、省資源化への社員の意識も取り組み以前に比べるとさらに高まっ
てきていることを実感しております。SDGSなどの推進などもあり社員全体の意識、効果はさらに増していますが、前年度も記述し
たとおり当社の主となる現場での作業においては、稼働状況にｴﾈﾙｷﾞｰや廃棄物量が大きく左右され、実態把握、前年度比較等
が難しい側面を持っています。また、機械設備の増加や、社員数の増加、客先の増加、販路拡大などにより、目標の達成が難し
い状態です。さらに、来年度には機械が3台増える事が決まっており、さらに困難になります。しかし、あきらめることなく、会社全
体でエコの意識を共有し、現場でのムダ・ムラを減らすことで、省ｴﾈﾙｷﾞｰ、省資源化の実現に取り組んでいきたいと考えておりま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　山田　熙

なし

2022年12月10日 本社工場　駐車場

洗浄設備

全社員
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□これまでの環境活動の紹介

弊社は、現在16台の自動旋盤（複合機）を保有しているが、
切削性を上げ、また切粉を除去するために強い圧の油を吹
いており、油煙が多く発生する。そのために、機械全台にミス
トコレクターという、油煙を除去するものを装備している。これ
を稼動させることにより現場で発生する油煙を減少させるこ
とが出来た。

ミストコレクター
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□編集後記

年1回の社員旅行、春と秋にBBQ大会、新年会、忘年会など社員だけでなく、社員の家族も含めての交流が多くあります。
従業員同士の交流を活発にし、報告・連絡・相談をしやすい環境づくりを目指しています。それにより、無駄を減らし、作業
効率を上げることにより不良率を削減へとつなげたいと思います。

一年間通して、エコアクションの取り組み、またＩＳＯ9001にも取り組みました。品質をあげることが、不良率の削減につなが
り、エコアクション２１にも直結するという考えを社員全員で共有して取り組みました。今年度は新入社員も増え、来年度に
は新卒の社員が4名増える予定なので、より環境問題などに積極的に取り組むチャンスであると思っているので、これからも
会社一丸となって、エコアクションの活動を進めていきたいと思います。
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